
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運営委員会運営委員会運営委員会運営委員会からのおからのおからのおからのお知知知知らせらせらせらせ    分科会分科会分科会分科会からのからのからのからの便便便便りりりり    

2222    分科会代表との連絡会議報告 9999    「懐かしの映画鑑賞録」 No.9        佐藤  晃 

4444    「フォーラム KANAZAWA」のご案内 13131313    「浮雲俳句会」抄録 No.20          北野 清市 

5555    継続会員の状況と新規会員募集 17171717    ｢ふれあいの道歩こう会｣ 

5555    会報･ホームページへの寄稿の活発化    10周年記念事業ご案内(Ⅱ)   宮原 宏至 

6666    会報･ホームページの校正作業への 

ご協力のお願い 
18181818    
「寺社を巡る会」バス旅行記 

『日蓮上人誕生の地を訪ねる』 吉田 壽紀 

6666    運営委員募集のご案内 会員会員会員会員からのからのからのからの寄稿寄稿寄稿寄稿 

学習会学習会学習会学習会 20202020    ｢無法松の一生」を懐かしむ     渡邉 紀一 

7777    学習会の概要とアンケート結果 22222222    納冨 優 氏を悼む   熊谷 哲  小俣 悦男    
第 7回 「金沢合戦と上杉氏」 歴史研究歴史研究歴史研究歴史研究    

     24242424    『吾妻鏡』を読む（7）              小倉 英明 

   行事予定行事予定行事予定行事予定 

 26262626    2013 年 3 月～5 月の予定 

““““わわわわ””””のののの会会会会へへへへ    

                積極的積極的積極的積極的なななな関関関関わりをわりをわりをわりを！！！！    

ｰーーー    会報会報会報会報・・・・ホームページホームページホームページホームページへのへのへのへの寄稿寄稿寄稿寄稿・・・・校正校正校正校正、、、、運営委員運営委員運営委員運営委員等等等等にににに    ----    
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メメメメ    ーーーー    ルルルル::::yokohama.kanazawa.wanokai@gmail.comyokohama.kanazawa.wanokai@gmail.comyokohama.kanazawa.wanokai@gmail.comyokohama.kanazawa.wanokai@gmail.com    
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平成 24 年 12 月 15 日（土）の午後３時から、

金沢区役所一階の区民活動センター会議室で、

「分科会代表との連絡会議」が開かれた。この

会議は分科会の各代表と“わ”の会全体の運営

に携わる運営委員会の全メンバーが参加して

毎年年末に開催されており、今回で８回目とな

る。議事の項目と内容は次の通りであった。 

 

１１１１．．．．小俣代表挨拶小俣代表挨拶小俣代表挨拶小俣代表挨拶    

平成 24 年度の会員は 121 名であるが、その

うちの 112 名が平成 25 年度への会員継続手続

きを行った。継続率を見ると 92.5％となり、過

去最高水準である。これは学習会と分科会が

“わ”の会推進における車の両輪の役目を果た

した結果で、学習会もさることながら、各分科

会活動のなせるところであり、６名の各分科会

代表のけん引力のお陰が大と受け止めており

ます。本日は活発な意見交換を行うことで今後

のさらなる“わ”の会発展へと繋げたく考えて

おります。 

    

２２２２．．．．分科会分科会分科会分科会のののの今年度今年度今年度今年度のののの活動状況活動状況活動状況活動状況とととと来年度来年度来年度来年度のののの予定予定予定予定 

（（（（１１１１））））「「「「寺社寺社寺社寺社をををを巡巡巡巡るるるる会会会会」（」（」（」（松本代表松本代表松本代表松本代表）））） 

・平成 24 年度の会員数は 47 名。その内、休

会扱いが５名。毎回の行事参加は 35 名程度。

分科会行事は毎月第１木曜日で年間12回の開

催。その内の 10回は寺社巡りで、４班体制で

の会員によるガイドと鎌倉ガイド協会による

ガイドの組合せで、主として金沢区外の寺社

を巡拝。あとの２回は座学。４班体制は平成

23 年度からで、平成 25年度まではこの体制で

進める。 

・平成 25 年度は金沢区内の札所を中心とした

寺社巡りを計画。ガイドは各４班が２回で合計

８回、桜と紅葉の季節の２回は鎌倉ガイド協会

に依頼する。 

（（（（２２２２））））    古文書古文書古文書古文書をををを読読読読むむむむ会会会会（（（（真田代表真田代表真田代表真田代表））））    

・発足して 10 年。８名でスタートしたが、現

在の会員数は 18 名。平成 24 年４月からでは４

名入会、５名退会。平成 24 年度は、第１学習

日(毎月の第２木曜日)で金沢区内旧家の古文

書、第２学習日(毎月の第４木曜日)で神奈川県

内の興味ある出来事に関する古文書を読んだ。

また初心者向の基礎講座を８回(６～９月)実

施。平成 24 年 1 月からホームページに学習記

録の掲載を始めた。 

・平成 25 年度では、第１学習日は柴村斉田家

文書、第２学習日は伊豆・富士・大山などの道

中記を読む。また、基礎講座を２月から再開し、

12 月まで継続する。講座の開催は第 1および第

2 学習会の学習会に先立つ 1 時間とする。教材

は『東海道中膝栗毛』の川崎宿から箱根宿まで

を予定。 

（（（（３３３３））））ふれあいのふれあいのふれあいのふれあいの道歩道歩道歩道歩こうこうこうこう会会会会（（（（宮原代表宮原代表宮原代表宮原代表））））    

・平成 25 年 1 月の通算 88 回までは、1都 6県

によって「関東ふれあいの道」として設定され

たコースを主として歩き、この回をもって設定

の全コース踏破を達成。各都県のコースを踏破

するごとに各コースに定められた撮影ポイン

トでの写真と感想文を所管の都または県庁へ

提出してきた。 

・平成 25年 2月の 89 回からは好評であった場

所を含めて独自コースを企画し、活動を継続す

る。 

（（（（４４４４））））懐懐懐懐かしのかしのかしのかしの映画映画映画映画をををを観観観観るるるる会会会会（（（（佐藤代表佐藤代表佐藤代表佐藤代表）））） 

・平成 16 年の設立で、現在の会員数は 71 名。

その内、女性が 22 名で、30％の比率。平成 24

年度は月２回、年 24 回の鑑賞会を開催。各回

の参加者は 50名以上が７回、40名以上が８回、

30 名以上が３回であった。 

分科会代表分科会代表分科会代表分科会代表とのとのとのとの連絡会議報告連絡会議報告連絡会議報告連絡会議報告    
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・平成 25 年度については、１月に平成 16～20

年の鑑賞リストを会員へ配布し、アンケートを

実施。アンケートでの上位４本を３か月に１回

鑑賞することを盛り込んだ平成 25 年度計画を

３月に作る。これには、楽しい映画、例えば『０

０７』等も取上げたい。 

・金沢地区センターの利用者懇談会で「①利用

予約が１か月前からとなっているが、他のセン

ターと同じように２か月前にして欲しい、②セ

ンター内での食事禁止も同じように改善して

欲しい」の２点を提案したが、ともに却下され

た。“わ”の会としてのバックアップをお願い

したい。 

（（（（５５５５））））浮雲俳句会浮雲俳句会浮雲俳句会浮雲俳句会（（（（北野代表北野代表北野代表北野代表））））    

・今年度は兼題の一つを山岳として句会を開催。

句会ごとに約 70 句から、天・地・人賞を選出

している。 

・平成 25 年度は海洋をテーマにした俳句にア

タックしたい 

（（（（６６６６））））パソコンパソコンパソコンパソコンをををを使使使使いこなすいこなすいこなすいこなす会会会会（（（（林代表林代表林代表林代表：：：：都合

により欠席。事前に提出頂いた資料による報

告））））    

・現在の会員数は 23 名。年度内の入会は 2 名

退会は 1名。WORD の復習、EXCEL の学習、習得

技術を応用した写真付きカレンダーの作成、イ

ンターネット上での情報の共有を勉強した。 

・平成 25 年度については、会員の希望を聞く

などして検討中。 

    

３３３３．．．．分科会分科会分科会分科会 10101010 周年記念事業周年記念事業周年記念事業周年記念事業    

平成 24 年度に記念事業を実施の分科会から

の実施報告と、予定が近い分科会からの計画状

況の説明があった。 

（（（（１１１１））））古文書古文書古文書古文書をををを読読読読むむむむ会会会会（（（（真田代表真田代表真田代表真田代表））））    

・平成 24 年４月に冊子「道標等で辿る金沢道」

発行。平成 24 年度総会後の第１回学習会で同

テーマにて記念講演を実施した。 

（（（（２２２２））））ふれあいのふれあいのふれあいのふれあいの道歩道歩道歩道歩こうこうこうこう会会会会（（（（宮原代表宮原代表宮原代表宮原代表））））    

・平成 25年４月３日に 10 周年記念ハイキング

とパーテイを計画。分科会会員以外の方も大い

に歓迎する。 

・既刊記録集である第１集：神奈川、第２集：

東京・埼玉・群馬に続き、第３集：栃木・茨城・

千葉を総集編を兼ねて発行する。 

（（（（３３３３））））懐懐懐懐かしのかしのかしのかしの映画映画映画映画をををを観観観観るるるる会会会会（（（（佐藤代表佐藤代表佐藤代表佐藤代表））））    

・平成 26年に向けて検討中。 

（（（（４４４４））））浮雲俳句会浮雲俳句会浮雲俳句会浮雲俳句会（（（（北野代表北野代表北野代表北野代表））））    

・平成 25 年７月で満７年になる。方向性を決

めて、具体的な姿を検討中。 

 

４４４４．．．．““““わわわわ””””のののの会会会会のののの運営運営運営運営にににに関関関関するするするする事項事項事項事項    

（（（（１１１１））））平成平成平成平成 25252525 年度年度年度年度のののの運営委員会運営委員会運営委員会運営委員会のののの体制体制体制体制についについについについ

てててて        （（（（小俣代表小俣代表小俣代表小俣代表・・・・今井委員今井委員今井委員今井委員））））    

・小俣代表は２期４年と定めた会則に則って平

成 24 年度で任期満了となり退任、新年度から

は今井委員が代表に、小俣代表が顧問に就任す

ることを同じく会則に則って運営委員会で決

定したことを報告。また、内田副代表と相川委

員は平成 24 年度末で退任を予定。 

・平成 25 年度における運営委員とその役割分

担を紹介。 

（（（（２２２２））））平成平成平成平成 25252525 年度学習会年度学習会年度学習会年度学習会（（（（今井委員今井委員今井委員今井委員））））    

・平成 25年度学習会予定の最新状況を報告。 

（（（（３３３３））））““““わわわわ””””のののの会会会会 15151515 周年事業周年事業周年事業周年事業（（（（今井委員今井委員今井委員今井委員））））    

平成 25 年度で“わ”の会は 15 年目に入る。

これを記念して 

①記念講演とパーテイを予定。記念講演会の

テーマは「大橋新太郎生誕 150 年」で、講

師などの詳細を検討中。 

 ②『新版かなざわの歴史事典』重版を検討中。

数量は 200～300 部の予定。 

（（（（４４４４））））会報会報会報会報についてについてについてについて（（（（大門委員大門委員大門委員大門委員））））    

・会報 41 号(平成 24年５月発行)から、呼称を

「かねざわ」とし、表紙デザインを一新。  

・各分科会から参加の会報編集委員については、

平成 25 年度に継続をお願いします。 

・会報・ホームページともに校正ミス対策とし

て、校正の得意な方の参加を募っている。その

ような方をご存知ならば紹介をお願いします。 

（（（（５５５５））））ホームページホームページホームページホームページについてについてについてについて（（（（金間副代表金間副代表金間副代表金間副代表））））    
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・平成 23 年 12 月から「浮雲俳句会」秀句のペ

ージに天・地・人句に加えて特選句も掲載開始。

平成 24 年１月から「古文書を読む会」学習記

録のページを開設。平成 24 年６月から「会員

の寄稿」のページでテーマを定めた写真集募集

を開始し、寄稿の促進があった。 

・ホームページに掲載する情報をサーバーに転

送できる形式に変換したり、変換した情報をサ

ーバーに転送するなどのホームページの維

持・管理の業務を現在は１人で担当。これを複

数人体制にするために、人材を募集している。

そのような技術を持ったり、関心のある人をご

存知ならば紹介をお願いします。    

（（（（５５５５））））    フォーラムフォーラムフォーラムフォーラム KANAZAWAKANAZAWAKANAZAWAKANAZAWA についてについてについてについて（（（（相川相川相川相川

委員委員委員委員））））    

・平成 25 年から参加の呼び掛け範囲を従来の

170の区役所の指導で立ち上げた生涯学習団体

及び街の先生から、400の活動センターに登録

された団体・街の先生に拡大した。その結果、

参加数は 20%アップの約 70の登録個人または

団体となった。 

・“わ”の会は従来通りのパネル展示で参加す

ることとし、昨年度のパネルを改訂した案を説

明し、了解を得た。 

 

 

 

 

 

 

 

昨年までは生涯学習や地域活動に携わって

いる「生涯学習団体」や「街の先生」に呼び掛

けて開催してきた「フォーラム KANAZAWA」

は今年から呼びかけ団体を金沢区民活動セン

ターに登録している全ての団体・街の先生に拡

げました。その結果、呼びかけ団体・先生は 170

から 400 に増え、参加団体・先生は昨年の 58

から今年は 70に増えました。 

 例年３月初旬に開催してきましたが、今年は

３月第２日曜日となりました。 

 活動状況を多くの金沢区民に紹介し、活動へ

の参加を呼び掛けると同時に区民との交流、出

展団体・街の先生同士の交流をはかることを目

的にしています。 

 参加団体の数も増え、種類も多様化し従来の

フォーラムとは異なる面白さも出てくること

でしょう。“わ”の会は第 1 回から参加してい

ます。是非共、多くの会員の皆様方にご来場い

ただき、にぎわして頂きたくお願い申し上げま

す。 

                                

日日日日    時時時時：：：：2013201320132013 年年年年 3333 月月月月 10101010 日日日日((((日日日日))))        10101010 時時時時～～～～15151515 時時時時 30303030 分分分分    

場場場場    所所所所：：：：能見台地区能見台地区能見台地区能見台地区センターセンターセンターセンター    

内内内内    容容容容：：：：展示展示展示展示、、、、体験体験体験体験、、、、演技演技演技演技、、、、演奏演奏演奏演奏、、、、野外観察野外観察野外観察野外観察、、、、そばそばそばそば打打打打ちちちち････試食試食試食試食などなどなどなど    

参加費参加費参加費参加費：：：：無料無料無料無料（（（（一部実費負担一部実費負担一部実費負担一部実費負担ありありありあり））））    
＊詳細は「フォーラム KANAZAWA」のパンフレットまたは 

 区役所のホームページ 

http://www.city.yokohama.lg.jp/kanazawa/chishin/shogaku/forum2013.html 

 をご覧ください。

 「フォーラムフォーラムフォーラムフォーラム KANAZAWAKANAZAWAKANAZAWAKANAZAWA」のごのごのごのご案内案内案内案内    

フォーラム KANAZAWA 

イメージ・キャラクター 

““““ぶんこのぶんこのぶんこのぶんこのイルイルイルイルぷんぷんぷんぷん””””    
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継続会員継続会員継続会員継続会員：：：：112112112112 名名名名、、、、継続率継続率継続率継続率：：：：92.692.692.692.6％％％％    

昨年 11月末に締め切りました継続会員募集

の結果ですが、2013年度への継続は 112名、退

会は 9名、継続率は 92.6％となりました。 

毎年、90％以上の継続率が続いております。

これは会員の皆様方が“わ”の会へ愛着心を持

って参加されている証であると思っております。 

    

新規会員募集新規会員募集新規会員募集新規会員募集：：：：2222 月月月月 12121212 日日日日からからからから 10101010 名程度名程度名程度名程度    

    2013年度の新規会員募集は、２月 12 

日から区民活動センターと各地区センターに募

集チラシを配置し、ホームページにも掲載する

ことで開始しました。また、３月 10日の｢フォ

ーラム KANAZAWA2013｣会場でも募集を行い

ます。これに合わせて応募の締切りはフォーラ

ムの当日としています。 

募集人数は、学習会で使用する地区センター

などの会場の定員の都合で、総会員数は 120名

を上限とせざるをえず、10名とします。 

平均年齢の高まりと女性が少ないことから、

若い方と女性会員の増加を期待しております。 

 

 

 

 

 

 

会報とホームページは、①運営委員会と会員

の皆様、②分科会と会員の皆様、③会員と会員

の皆様を結ぶという 3 つの役割があります。3

つ目の会員と会員の皆様を結ぶ場として、会報

では「歴史研究」と「会員の寄稿」のページを、

ホームページでは「会員の寄稿」のページを設

け、金沢の歴史に関する会員各位の調査・研究

の成果報告書、“わ”の会や分科会行事への参加

の感想文、個人的な旅行記や随筆、金沢の風景

や行事に関する写真集などの寄稿を頂き、掲載

しています。また、ホームページでは会員の皆

様から頂いた情報を委員会で整理して報告する

「レポート」のページを始めました。お陰さま

で、会報・ホームページともに会員の皆様から

継続的に寄稿があり、会員の皆様の間を結ぶ道

具としての役割を果たしています。 

会報編集委員会とホームページ委員会では常

に門戸を開いて会員の皆様からの寄稿をお待ち

していますが、残念ながら寄稿者に広がりがあ

まり無いのが問題です。「寄稿」という言葉と、

これまでに掲載してきたものを見ると、内容や

仕上がりに格調の高いものが多いという点から、

多くの会員の皆様には敷居の高いものに感じら

れているのではないかと危惧しております。 

寄稿の内容については、“わ”の会の趣旨を逸

脱しないもの、不適切な内容を含まないもので

あれば大丈夫です。「どこかでこんな面白い話を

聞いたよ」、あるいは「あそこは行けばこんな面

白いものが見られるよ」というような情報提供

でも大丈夫です。また、「“わ”の会でこんなこ

とをしたら面白いのでは」、あるいは「こんな分

科会を作ったらよいので」などの提言、会報・

ホームページの掲載記事に対する感想や意見も

良いかと思います。1 件当たり 150 字から 200

字程度として、「情報コーナー」あるいは「投稿

コーナー」に掲載ということもできます。 

寄稿の形式については、これまでは原稿の形

に仕上げて提供して頂いておりました。この方

が委員会としては有難いですが、ホームページ

で始めた「レポート」のように、素材の提供を

頂き、後は委員会で原稿にまとめる、あるいは

もっと簡単にお話しを頂いて委員会で原稿にま

とめるということも可能です。 

会報の良き読者・ホームページの良き閲覧者

であるとともに、寄稿者・情報提供者・情報発

信者としてご参加を頂き、会報・ホームページ

を会員の皆様相互の親睦をさらに深める道具と

してより活発に利用していただきたく存じます。

また、そのための会報・ホームページへの苦言・

提言を歓迎いたします。 

会報会報会報会報・・・・ホームページホームページホームページホームページへのへのへのへの寄稿寄稿寄稿寄稿のののの活発化活発化活発化活発化    

継続会員継続会員継続会員継続会員のののの状況状況状況状況とととと新規会員募集新規会員募集新規会員募集新規会員募集    
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最近、会報とホームページで校正ミスの発生

頻度が高くなっています。編集委員会の各メン

バーは頑張っていますが、トータルとしての校

正の力が弱まっていると思います。校正ミスの

少なかった時期のことを思い出してみると、編

集委員会のメンバー以外に校正の得意なゴール

キーパー的な人の存在がありました。編集委員

会では校正済みとした最終稿をその人に見せる

と、その瞬間にミスの指摘がありました。 

編集作業の担当者が編集完了と考えた最終稿

について校正作業を行うには限界があります。

第３者の目で校正を行うことが必要です。校正

ミスについては感度の高低が個人によってかな

りあるようです。会報・ホームページの校正ミ

スが気になる会員様には適正があると思います。

校正作業を手伝っていただける会員様はご連絡

下さい。 

 

 

 

 

 

 

学習会のたびに会員の皆様から提出して頂い

ておりますアンケートは、学習会直後の運営委

員会で回覧し、運営委員全員で拝読しておりま

す。そのなかで“運営委員の皆様ご苦労様”と

か“良い資料を有難う”などの添え書きがある

のを見つけると、“少しは会員の皆様方にお役に

立っているのだ”との満足感・充実感を覚えま

す。 

現在、運営委員会には 13人の委員がいますが、

各委員が議論・協力して学習会などの企画・準

備・実施に携わることで、委員相互の交流を深

め、上記のような満足感・充実感を得ています。 

このように考えると、運営委員会は“わ”の

会の運営ということを通じて人との交流・満足

感・充実感を得ようとして集まった人の集団で

あり、「寺社を巡る会」や「古文書を読む会」な

どの６つの分科会と同列の７つ目の分科会とも

考えられる側面を持っています。 

時には激しい議論や難しい問題への対応もあ

りますが、運営委員会もボランティア活動です

から、それが精神的ストレスになるような委員

会ではありません。個人の得手、不得手に応じ

て役割分担をし、他の分科会と同様に、適度な

義務感と刺激のもとで活動しています。 

こんな運営委員へのご参加をお待ちしており

ます。先ずは一度、運営委員会を覗いて見てく

ださい。また、運営委員にふさわしく、推薦し

たい会員をご存知でしたらお知らせください

 

直近直近直近直近のののの運営委員会日程運営委員会日程運営委員会日程運営委員会日程    

日日日日    時時時時    間間間間    場場場場    所所所所    

2222月月月月 2222３３３３日日日日((((土土土土))))    

3333月月月月 1111６６６６日日日日((((土土土土))))    
9999：：：：30303030～～～～12121212：：：：00000000    

金沢区民活動金沢区民活動金沢区民活動金沢区民活動センターセンターセンターセンター    

((((金沢区役所金沢区役所金沢区役所金沢区役所１１１１階階階階))))    

    

問合問合問合問合せせせせ・・・・連絡先連絡先連絡先連絡先    

電電電電            話話話話    782782782782----8147(8147(8147(8147(小俣小俣小俣小俣))))    

電子電子電子電子メールメールメールメール    yokohama.kanazawa.wanokai@gmail.comyokohama.kanazawa.wanokai@gmail.comyokohama.kanazawa.wanokai@gmail.comyokohama.kanazawa.wanokai@gmail.com    

会報会報会報会報････ホームページホームページホームページホームページのののの校正作業校正作業校正作業校正作業へのへのへのへの    

ごごごご協力協力協力協力のおのおのおのお願願願願いいいい    

運営委員募集運営委員募集運営委員募集運営委員募集のごのごのごのご案内案内案内案内    
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第第第第 7777 回回回回    「「「「金沢合戦金沢合戦金沢合戦金沢合戦とととと上杉氏上杉氏上杉氏上杉氏」」」」    

開催日開催日開催日開催日：：：：平成平成平成平成 24242424 年年年年 11111111 月月月月 10101010 日日日日（（（（土土土土））））    

会会会会    場場場場：：：：能見台地区能見台地区能見台地区能見台地区センターセンターセンターセンター    

講講講講    師師師師：：：：『『『『新版新版新版新版かねざわのかねざわのかねざわのかねざわの歴史事典歴史事典歴史事典歴史事典』』』』編集委員長編集委員長編集委員長編集委員長        熊谷熊谷熊谷熊谷    哲哲哲哲    氏氏氏氏        

出出出出    席席席席：：：：88888888 名名名名（（（（内内内内ビジタービジタービジタービジター2222 名名名名））））        会員会員会員会員出席率出席率出席率出席率：：：：    71.071.071.071.0％％％％    

    

概要概要概要概要

①①①① 永亨永亨永亨永亨のののの乱乱乱乱までのまでのまでのまでの時代時代時代時代のののの流流流流れれれれ    

元弘 3年（1333）鎌倉幕府が滅亡し、後醍醐

天皇による建武の新政が成ったが、この王政復

古は論功行賞をめぐる多くの武士たちの反感

を買い、失敗に終わった。この機運を逃さず、

足利尊氏はもともと源義家の流れをくむ源氏

の嫡流であることなどから関東を中心に武士

の信頼が厚いことを支えとして、武家政治の復

活を策し、後醍醐朝廷と対立。遂に建武３年

（1336）後醍醐天皇は破れて吉野へ逃れ（南朝）、

尊氏は京都に光明天皇を立てて（北朝）、以後

約 60年間の南北朝時代の混乱期となる。 

かくして尊氏は室町幕府を開くとともに建

武５年（1338）には北朝から征夷大将軍に任ぜ

られた。関東に思いの強かった尊氏は、京都の

室町に幕府を開くとともに、関東武士の拠点と

しての鎌倉に鎌倉府を置き、室町に将軍、鎌倉

に公方を置く謂わば二頭立ての武家支配体制

を敷いた。夫々に自分の子の義詮・基氏をその

任に当らせたが皮肉なことにこの権力二重構

造が以後その二つの権力が抗争を繰り返す混

乱の元となった。 

②②②② 永享永享永享永享のののの乱乱乱乱とととと金沢合戦金沢合戦金沢合戦金沢合戦    

尊氏がその子基氏（義詮の弟）を初代鎌倉公

方に任じて始まった鎌倉府は、早くも２代氏満

になると室町幕府から離反する方向へと進ん

で行く。関東公方は室町幕府の風下に甘んじる

事を潔しとせず、むしろ自らを鎌倉将軍家を継

承する政権と意識するようになっていった。 

かくして、関東公方の２代氏満・３代満兼・

４代持氏はいずれも室町将軍の義満・義持と対

抗する姿勢を示した。政変の起きる度に、相互

に武力介入し、挑発や牽制を繰り返した。関東

管領の上杉氏はその度ごとに公方を宥め抑え

る役割を果たしていたので、公方満兼の代まで

は辛うじて幕府と鎌倉公方の直接対決は回避

された。 

ところが、正長元年（1428）将軍義持が後継

者を決めないまま死去すると、管領畠山満家ら

の幕臣は義持の弟３人の中から「くじ引き」で

僧籍にあった義円を将軍とした（義円は改名し

て６代将軍義教）。義教は将軍となると独裁的

専権を振い、その政治は「万人恐怖」の政治と

言われた。 

かくして室町と鎌倉との対立はますます激

化し鎌倉公方持氏は、義教の将軍着任を認めず、

永享の年号使用さえも一時拒否した。永享 10

年（1438）春、公方持氏は嫡男賢王丸の元服を

迎えると、鎌倉公方家では元服の際は必ず京都

に願い出て将軍の名を一字貰い受けるという

慣例を無視し、管領憲実の諌言も聞き入れず元

服式を強行し、賢王丸を義久と名乗らせた。 

それまでも、何かにつけて対立してきた公方と

管領は、ここに至って遂に武力衝突の事態とな

り、これを知った将軍義教は８月憲実援軍の兵

を送り、ここに関東一円に戦乱を広げた永享の

    
学習会学習会学習会学習会のののの概要概要概要概要ととととアンケートアンケートアンケートアンケート結果結果結果結果    
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乱を招来することとなった。 

関東全域に及ぶ戦闘の拡大に、敗色濃厚とな

った持氏は 11 月称名寺に入り、剃髪して降伏

の意を示した。しかし主戦論を唱えていた持氏

方の上杉憲直・一色直兼らと幕府・憲実方の長

尾忠政軍との衝突が起こり金沢一帯特に寺

前・町屋辺りでは凄惨な戦闘が繰り広げられた。

これを「金沢合戦」と言う。 

この戦いによりそれまで持氏らが相当の支

援をして守ってきた称名寺も、大きな被害を蒙

っている。その後、持氏は二階堂の永安寺に閉

じ込められて謹慎していたが、義教はこれを許

さず兵を向けて永安寺を攻めたので自害して

生涯を閉じた。又嫡男義久も報国寺で自害。時

に永享 11年（1439）２月のことであった。 

③③③③ 上杉氏上杉氏上杉氏上杉氏    

上杉氏の祖は藤原氏の一族の重房で、建長４

年（1252）鎌倉幕府の６代将軍宗親親王に従っ

て、京都から鎌倉に下向して武家となった人物

である。幕府から丹波の上杉庄を所領として与

えられ、藤原を改めて上杉を名乗った。 

一族は、その住まった地域によりそれぞれ犬

懸・宅間・扇ヶ谷・山ノ内と呼ばれる四家に分

かれた。この中で宅間上杉だけは関東管領を出

していないが、他の三家はいずれも管領の任に

当っており、中でも山内上杉家が最も多く務め

ている。関東管領は関東公方の補佐役で、はじ

めは斯波・高・畠山の３家が執事として義詮・

基氏を支えたが、正平 18 年（1363）基氏が上

杉憲顕を関東管領に取り立てた以後は、上杉一

族がその任を司っている。 

しかし、宅間と犬懸はやがて消滅し、扇谷と

山内は互いに相争ううちに両家とも天文 15 年

（1546）小田原北条との戦いに敗れ、扇谷上杉

は滅亡し、山内上杉は越後に逃れて長尾政虎に

上杉姓を譲り消え去った。 

（田中 記） 

 

    

 

    

アンケートアンケートアンケートアンケート結果結果結果結果        

① 全体評価   

大変良かった：19、良かった：15、普通：1、つまらなかった：0    

 ②良かったこと 

・金沢合戦、丁寧な説明で分かり易かった(10) 

・テキストの整理が見事で分かり易かった(5) 

・上杉氏や安達氏などの関係がある程度理解できた(4) 

・歯切れもテンポも良かった(3) 

・朝廷や幕府さらには公方など 

京都、鎌倉の関係がある程度理解できた(2) 

・金沢合戦と上杉氏について理解を深めることができた(2) 

 

③もっとも印象深かったこと 

・この地に戦い(金沢合戦)があったこと(7) 

・熊谷講師の造詣の深さに感服。そのご努力に頭が下がります(6) 

・鎌倉幕府滅亡からの騒然とした時代が時系列表に示されこと(2) 

・錯綜する将軍、鎌倉幕府、関東管領などが分かり易く説明された(1） 

・古河公方への経過が理解できた(1) 

・どの国、どの時代にも権力争いのあること(1) 

熊谷熊谷熊谷熊谷    哲哲哲哲    氏氏氏氏    
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平成平成平成平成 24242424 年度年度年度年度    第第第第 14141414 回回回回    鑑賞会鑑賞会鑑賞会鑑賞会    

午後午後午後午後のののの遺言状遺言状遺言状遺言状    

<<<<鑑賞日鑑賞日鑑賞日鑑賞日：：：：2012201220122012・・・・10101010・・・・22222222>>>>    

制制制制    作作作作：：：：1919191995959595 年年年年            日本日本日本日本ヘラルドヘラルドヘラルドヘラルド映画映画映画映画            上映時間上映時間上映時間上映時間：：：：112112112112 分分分分                                        

監監監監    督督督督：：：：新藤兼人新藤兼人新藤兼人新藤兼人    

脚脚脚脚    本本本本：：：：新藤兼人新藤兼人新藤兼人新藤兼人    

出出出出    演演演演：：：：杉村春子杉村春子杉村春子杉村春子、、、、乙羽信子乙羽信子乙羽信子乙羽信子、、、、観世栄夫観世栄夫観世栄夫観世栄夫、、、、朝霧鏡子朝霧鏡子朝霧鏡子朝霧鏡子、、、、瀬尾智美瀬尾智美瀬尾智美瀬尾智美    

そのそのそのその他他他他：：：：日本日本日本日本アカデミーアカデミーアカデミーアカデミー大賞大賞大賞大賞、、、、キネマキネマキネマキネマ旬報旬報旬報旬報ベストテンベストテンベストテンベストテン 1111 位位位位    

    

あらすじあらすじあらすじあらすじ    

夏の蓼科高原の別荘に女優・森本蓉子（杉村

春子）が避暑にやってきた。30年の間、別荘を

任せている管理人の農婦の豊子（乙羽信子）が

出迎える。言葉は乱暴だが、きちんと仕事をこ

なす豊子に蓉子は絶対の信頼感をもっている。

豊子の 22 歳の娘、あけみ(瀬尾智美)は時々仕

事を手伝い、娘のいない未亡人の蓉子はわが子

のように可愛がっている。別荘に蓉子の古い友

人の牛国夫妻(観世栄夫、朝霧鏡子)がやってく

る。夫人の登美江と蓉子は築地小劇場時代の仲

間だった。しかし、登美江は認知症を患ってお

り、様子がおかしい。夫の藤八郎は妻を優しく

いたわり、元の登美江に戻そうと努めている。

その日、強盗が入り、拳銃で脅すが、認知症の

登美江はひるまずに隙をみて立ち向かう。その

間、警戒中の警察官が難を救った。逮捕劇に協

力したとのことで、警察署長から感謝状が出る

ことになり金一封を受け取り、ホテルで祝杯を

あげたが金一封は一万円で、大赤字である。翌

日、牛国夫妻は故郷に帰り、やっと落ち着いた

が、近く嫁入りするあけみは実は豊子と蓉子の

夫三郎(津川雅彦)との子供だったという豊子

の爆弾発言から二人の仲は険悪となる。しかし、

豊子に｢あなたは亭主より芝居を選んだのよ｣

といわれ蓉子は妙に納得してしまう。あけみの

この地方の旧習である足入れ婚の儀式に蓉子

は参加し、舞台への思いを募らせる。翌日、女

性ルポライター（倍賞美津子）が牛国夫妻の心

中を伝える…… 

    

    

    

    

    

    

「「「「懐懐懐懐かかかかしのしのしのしの映画映画映画映画」」」」鑑賞録鑑賞録鑑賞録鑑賞録    No.No.No.No.9999    
        「「「「懐懐懐懐かしのかしのかしのかしの映画映画映画映画をををを観観観観るるるる会会会会」」」」代表代表代表代表    佐藤佐藤佐藤佐藤    晃晃晃晃    

分科会分科会分科会分科会からのからのからのからの便便便便りりりり    
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解解解解        説説説説    

 『人は生きているかぎり、生きぬきたい』。

この言葉は｢午後の遺言状｣撮影前に新藤監督

が書いた言葉である。平成４年、80 歳になった

新藤監督は｢老人は世間の人が思っているよう

に達観しているわけではない｣と実感し、老い

の実相を描きたいと思うようになったという。 

 主演は当時 80 歳半ばになっていた杉村春子

を想定し、親交のある乙羽信子を通じて打診し、

快諾を得てこの映画が誕生した。｢午後の遺言

状｣というタイトルも意味が深い。人間の後年、

60 歳以上を午後という言葉で表現し、午後の明

るい光を浴びて生き抜く老人たちには暗いイ

メージはない。蓼科の山荘を舞台に大女優と山

荘の管理人を中心にして織りなすドラマは老

いと死をテーマにした味わい深い映画である。

老いの対極に若者の「足入れ婚」の儀式を置き、

老いること、生きることへの意味を問いかけた。  

撮影時、乙羽は肝臓ガンを患いながら女優最

後の演技をした。新藤監督、乙羽信子のコンビ

の映画は 43 作を数えるが、この映画が最後の

映画となった。撮影終了 2カ月後の 12月 22 日

に乙羽信子は亡くなった。享年 70 歳。杉村春

子も３年後に亡くなり(享年 88 歳）、この映画

は両大女優の遺作となった。新藤兼人も 2012

年 5 月 29 日 100 歳で死去し、この映画に登場

した朝霧鏡子、観世栄夫もすでに亡く、皆、泉

下に眠っている。

平成平成平成平成 24242424 年度年度年度年度    第第第第 16161616 回回回回    鑑賞会鑑賞会鑑賞会鑑賞会    

蜘蛛巣城蜘蛛巣城蜘蛛巣城蜘蛛巣城    

<<<<鑑賞日鑑賞日鑑賞日鑑賞日：：：：2012201220122012・・・・11111111・・・・26262626>>>>    

制制制制    作作作作：：：：昭和昭和昭和昭和 32323232 年年年年    東宝映画東宝映画東宝映画東宝映画 

監監監監    督督督督：：：：黒澤黒澤黒澤黒澤    明明明明                                    原原原原    作作作作：：：：シェークスピアシェークスピアシェークスピアシェークスピア        「「「「マクベスマクベスマクベスマクベス」」」」よりよりよりより    

脚脚脚脚    本本本本：：：：小国英雄小国英雄小国英雄小国英雄、、、、橋本橋本橋本橋本    忍忍忍忍、、、、菊島隆三菊島隆三菊島隆三菊島隆三、、、、黒澤黒澤黒澤黒澤    明明明明 

出出出出    演演演演：：：：三船敏郎三船敏郎三船敏郎三船敏郎、、、、千秋実千秋実千秋実千秋実、、、、志村喬志村喬志村喬志村喬、、、、山田五十鈴山田五十鈴山田五十鈴山田五十鈴    

    

あらすじあらすじあらすじあらすじ    

 山間にそびえている蜘蛛巣城の要害。城主都

築国春のもとに使の武者が馬を駆って戦況を

伝える。北の舘を預かる藤巻が謀反し、五の砦、

四の砦、三の砦が落ち、二の砦三木義明（千秋

実）、一の砦鷲津武時（三船敏郎）奮戦中との

知らせである。城主以下諸将は籠城を覚悟する

が、続いての使者は三木、鷲津の奮戦により危

機を脱し、藤巻は降伏したという知らせを伝え

た。謀反を収め、城主に報告するために三木、

鷲津の二人は馬を駆って「蜘蛛手の森」を抜け

るが、途中、道に迷い、藁屋の中で糸を繰りな

がら歌を歌っている老婆(浪花千栄子)に出会

う。老婆は二人に「鷲津は今宵より北の館の主

になり、三木は一の砦の大将になり、やがては

鷲津は蜘蛛巣城の城主になる。三木の子は鷲津

の次の城主になる」と予言した。二人が老婆に

視線を戻した時、老婆は消えていた。 

 城主の前に伺候した二人に、城主は二人の労
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をねぎらい、「鷲津は今宵より、北の館の主、

三木は一の砦の宰領じゃ｣と告げた。武時の妻

の浅茅(山田五十鈴)は武時より森の老婆の予

言を聞いていたが、北の館に移ってから武時に、

「三木が老婆の予言を大殿に漏らされたら、こ

のままではすまない。大殿は自分の地位を脅か

す者として、殿を殺すだろう。生きるためには

大殿を殺すしかない」と大殿殺害を迫った。折

しも、隣国の宿敵乾を攻めるため蜘蛛巣城を訪

れた国春をその夜、浅茅と武時は殺害した…… 

    

解解解解        説説説説

 シェークスピアの「マクベス」を、日本の戦

国時代にあてはめて、黒澤明が映画化した。脚

本は小国英雄、橋本忍、菊島隆三、黒澤明の四

人が書いた。脚本は、原作の持つ雰囲気を忠実

に生かし、時代、国境を越えて、人間の欲望と

裏切りのドラマとして普遍性を持たせた。骨太

のドラマ作りは黒澤の得意とするところで、黒

澤マクベスは、マクベス翻案ものでは最高の映

画とされている。 

黒澤はかねてより，能に興味をもち、勉強を

していたが、この映画では、能の演出を取り入

れた。特に浅茅を演ずる山田五十鈴の立ち居振

る舞いは能舞台の演技である。俳優たちの表情

も、能のその役にふさわしい面をその俳優に見

せて研究させたという。また、中井朝一のカメ

ラは、もやの立ちこめる森、しのつく雨、風の

吹き荒れる原などを墨絵のように写し、幽玄の

世界を創造した。 

こうしてみると｢蜘蛛巣城｣は、黒澤の後年の

様式美の極致となる「影武者」（1980 年）,｢乱｣

（1985 年）の実験作でもあった。

    

平成平成平成平成 24242424 年度年度年度年度    第第第第 17171717 回回回回    鑑賞会鑑賞会鑑賞会鑑賞会    

史上最大史上最大史上最大史上最大のののの作戦作戦作戦作戦                TheTheTheThe    LongestLongestLongestLongest    DDDDayayayay    

<<<<鑑賞日鑑賞日鑑賞日鑑賞日：：：：2012201220122012・・・・12121212・・・・10101010>>>>    

制制制制    作作作作：：：：1962196219621962 年年年年    アメリカアメリカアメリカアメリカ映画映画映画映画                            上映時間上映時間上映時間上映時間：：：：178178178178 分分分分    

監監監監    督督督督：：：：ケンケンケンケン・・・・アナキンアナキンアナキンアナキン、、、、ベルンハルトベルンハルトベルンハルトベルンハルト・・・・ヴィッキヴィッキヴィッキヴィッキ    

                    アンドリューアンドリューアンドリューアンドリュー・・・・マートンマートンマートンマートン、、、、エルモエルモエルモエルモ・・・・ウイリアムスウイリアムスウイリアムスウイリアムス    

原原原原    作作作作：：：：コーネリアスコーネリアスコーネリアスコーネリアス・・・・ライアンライアンライアンライアン｢｢｢｢史上最大史上最大史上最大史上最大のののの作戦作戦作戦作戦｣｣｣｣    

出出出出    演演演演：：：：ジョンジョンジョンジョン・・・・ウエインウエインウエインウエイン、、、、ロバートロバートロバートロバート・・・・ミッチャムミッチャムミッチャムミッチャム、、、、ヘンリーヘンリーヘンリーヘンリー・・・・フォンダフォンダフォンダフォンダ    

                            エディエディエディエディ・・・・アルバートアルバートアルバートアルバート、、、、リチャードリチャードリチャードリチャード・・・・バートンバートンバートンバートン、、、、クルトクルトクルトクルト・・・・ユルゲンスユルゲンスユルゲンスユルゲンス    

そのそのそのその他他他他：：：：アカデミーアカデミーアカデミーアカデミー撮影賞撮影賞撮影賞撮影賞（（（（白黒部門白黒部門白黒部門白黒部門）、）、）、）、特殊効果賞受賞特殊効果賞受賞特殊効果賞受賞特殊効果賞受賞 

    

あらすじあらすじあらすじあらすじ    

 1944 年６月、フランス、ドイツ軍司令部。傍

受したイギリスＢＢＣ放送が｢私はシャム猫が

好き……秋の日のヴィオロンのためいきの…

…｣と伝える。情報将校がヴェルレーヌの｢秋の
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歌｣の第二節が送られてきたら24時間以内に上

陸作戦が行われるという噂があるという。西部

軍総司令官は暗号文を手にして、暗号を無視し

ろと部下に伝える。同じころドイツ総司令官の

ロンメルも、副官に嵐が近付いているから、こ

の１週間上陸はないといい、ロンメルは妻の誕

生日の祝いのため、休暇を取ってドイツに向か

う。イギリスでは連合軍総司令官アイゼンハウ

アーが６月６日、嵐をついての上陸作戦開始を

決断する。 

 フランスのレジスタンスの隠れ家のラジオ

から、｢秋の歌｣の第２節「身に沁みてひたぶる

にうら悲し」が流れ、隊員はそれぞれ持ち場に

向かう。海を埋める輸送船団と護衛艦隊、空に

は空挺部隊が降下地点のサント・メールに接近

し、落下傘が開く。沼に落ちる兵士、街中に降

りる兵士、街にはドイツ兵が銃を手に空挺部隊

の兵士を狙い撃つ。ノルマンディ海岸では、ト

ーチカの銃眼から大船団を発見した将校は「進

攻だ」と叫ぶ。艦砲射撃が始まり、上陸用舟艇

が海岸に殺到し、上陸を開始する…… 

    

解解解解        説説説説    

コーネリアス・ライアンによるノンフィクシ

ョン「The Longest Day」を元に映画化された。

40 億円以上の巨費を投じた大作である。ケン・

アナキンをはじめ４名の監督のもとに、ジョ

ン・ウェイン、ヘンリー・フォンダ、ロバート・

ミッチャム、リチャード・バートン等の大スタ

ーを揃えたまさにオールスターキャストの映

画である。戦勝国側に立った映画であるが、ド

イツ側の視点をも加え、ドキュメンタリー風の

作り方は臨場感溢れる映画となった。 

戦争映画は、たとえ、勝利者側に立った作品

であっても、リアルであればあるほど戦争の残

酷さを消し去ることはできない。一つ一つのシ

ョット、例えばオマハ海岸の激戦や、立木にぶ

ら下がった落下傘部隊兵士の死体など画面の

示す、メッセージは強烈である。 

 1998 年、スティーブン・スピルバーグはノル

マンディ上陸作戦を題材として「プライベー

ト・ライアン」（主演トム・ハンクス）を監督

し、その年のアカデミー賞で監督賞をはじめ５

部門で受賞した。 
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【 月：ＭＯＯＮ 】 
 

地球の回りを公転する唯一の衛星。月は、古来、花とともに美の中心におかれ、それぞれが

秋と春を代表する一大季語となっている。俳句において、花といえば春のサクラの花をさし、

月といえば秋の月をさす。 

この月。その満ち欠けによって、初月・二日月・三日月・弓張月と光を得て大きくなり、や

がて満月となる。また欠けて有明の月…新月となる。 

因みに、月は、昔から詩歌によくとりあげられているが、和歌から見ておきたい。 

       月見月見月見月見ればればればれば千千千千々々々々にものこそにものこそにものこそにものこそ悲悲悲悲しけれしけれしけれしけれ    

                                わがわがわがわが身身身身ひとつのひとつのひとつのひとつの秋秋秋秋にはあらねどにはあらねどにはあらねどにはあらねど    （『（『（『（『古今集古今集古今集古今集』）』）』）』）    

                木木木木のののの間間間間よりよりよりより漏漏漏漏りりりり来来来来るるるる月月月月のののの影見影見影見影見ればればればれば    

                                心心心心づくしのづくしのづくしのづくしの秋秋秋秋はははは来来来来にけりにけりにけりにけり            （『（『（『（『古今六帖古今六帖古今六帖古今六帖』）』）』）』）    

次に、俳句では、 

    義仲義仲義仲義仲のののの寝覚寝覚寝覚寝覚のののの山山山山かかかか月悲月悲月悲月悲しししし            芭芭芭芭蕉蕉蕉蕉    

                月天心貧月天心貧月天心貧月天心貧しきしきしきしき町町町町をををを通通通通りけりりけりりけりりけり        蕪村蕪村蕪村蕪村    

これらは、月を秋の美の頂点におき、さびしさ、物思い、ものかなしい情感それに歴史の厚

味まで詠っている。 

一方、名月（傍題として…明月・満月・望月・月今宵・良夜）に絞って見ておきたい。 

和歌では、「月月月月ごとにごとにごとにごとに見見見見るるるる月月月月なれどこのなれどこのなれどこのなれどこの月月月月のののの今宵今宵今宵今宵のののの月月月月にににに似似似似るるるる月月月月ぞなきぞなきぞなきぞなき    （『（『（『（『後撰集後撰集後撰集後撰集』）』）』）』）」とその

清光爽凌の美は、他にくらべるものがない。 

また俳句では、芭蕉に「名月名月名月名月やややや池池池池をめぐりてをめぐりてをめぐりてをめぐりて夜夜夜夜もすがらもすがらもすがらもすがら」、其角に「名月名月名月名月やややや畳畳畳畳のののの上上上上にににに松松松松のののの影影影影」、

蕪村に「月今宵月今宵月今宵月今宵あるじのあるじのあるじのあるじの翁舞翁舞翁舞翁舞ひひひひ出出出出でよでよでよでよ」、一茶に「名月名月名月名月をとつてくれろとをとつてくれろとをとつてくれろとをとつてくれろと泣泣泣泣くくくく子子子子かなかなかなかな」などがあ

る。 

更に大正時代以降の「名月」の傍題だけに限って、５句掲げておきたい。 

    十五夜十五夜十五夜十五夜のののの雲雲雲雲のあそびてかぎりなしのあそびてかぎりなしのあそびてかぎりなしのあそびてかぎりなし        後藤夜半後藤夜半後藤夜半後藤夜半    

                けふのけふのけふのけふの月長月長月長月長いすすきをいすすきをいすすきをいすすきを活活活活けにけりけにけりけにけりけにけり        阿波野青畝阿波野青畝阿波野青畝阿波野青畝    

                満月満月満月満月のののの冴冴冴冴えてみちびくえてみちびくえてみちびくえてみちびく家路家路家路家路ありありありあり            飯田龍太飯田龍太飯田龍太飯田龍太    

                このこのこのこの良夜海良夜海良夜海良夜海にあらむとにあらむとにあらむとにあらむと漕漕漕漕ぎぎぎぎ出出出出づるづるづるづる        佐野佐野佐野佐野まもるまもるまもるまもる    

                生涯生涯生涯生涯にかかるにかかるにかかるにかかる良夜良夜良夜良夜のののの幾度幾度幾度幾度かかかか                    福田蓼汀福田蓼汀福田蓼汀福田蓼汀    

なお最後に、『 月 ； ＭＯＯＮ 』の基本的事項を付記しておく。勿論月は、地球の衛星。

地球からの平均距離は３８万キロ。半径は地球の約四分の一。約一ヶ月で地球を一周する。 

「「「「浮雲俳句会浮雲俳句会浮雲俳句会浮雲俳句会」」」」抄録抄録抄録抄録 No.20 No.20 No.20 No.20    

「「「「浮雲俳句会浮雲俳句会浮雲俳句会浮雲俳句会」」」」代表代表代表代表    北野北野北野北野    清市清市清市清市    
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《１３回金沢区民俳句大会吟行会への参加 Ｈ２４年１０月２８日》 

 

今回の区民吟行大会は、前年に引き続き野

島公園界隈で実施。多くの結社から参加頂き、

〔秀作〕３句中、天賞と人賞を、また〔特選〕

４句中２句を、わが浮雲俳句会のメンバーが

勝ち取った。 

 

〔 秀作秀作秀作秀作 〕 

天賞 鵯一声稲荷神社鵯一声稲荷神社鵯一声稲荷神社鵯一声稲荷神社のののの静寂静寂静寂静寂かなかなかなかな        十九十九十九十九 

地賞 草草草草のののの実実実実のののの触触触触れればれればれればれれば弾弾弾弾けけけけ磯日和磯日和磯日和磯日和    

((((他他他他のののの結社結社結社結社))))    

人賞 紺朝顔野島囃子紺朝顔野島囃子紺朝顔野島囃子紺朝顔野島囃子にゆらぎおりにゆらぎおりにゆらぎおりにゆらぎおり    国眼国眼国眼国眼    

 

 ここでは、わが「浮雲」のメンバーの句に

絞って、選評しておきたい。 

 先ず、天賞は、臨場感溢れる嘱目吟。吟行

を終わったあとの大会会場が野島公園の青少

年研修センター。そのすぐ東サイドに〈稲荷

神社〉。そこは、急峻な野島山の崖の階段を登

った処。人通りも殆どない〈静寂〉な場であ

る。そこに突然、〈鵯〉が来て、キヤーと〈一

声〉。しじまの空間にコダマしたのである。 

 作者は、これらの目に触れたことを、即座

に即物写生し、見事な嘱目吟に仕立てたので

ある。 

 次に、人賞は、発見の驚きの即物写生句。

吟行先の旧伊藤博文金沢別邸は、復元祭の真

っ最中。選者も裏木戸から覗いてみた。する

と、入ってすぐ左サイドの垣根一杯に、紺色

の朝顔が、10 輪余り咲きほこっているのに、

ハットしたのである。 

 これを発見した作者。その驚きを即座に、

写生したのである。加えて、当日は、別邸の

復元祭のいろんなイベント行われていた最中

のこと。即刻、〈野島囃子に〉 〈紺朝顔〉が、

〈ゆらぎおり〉と詠いあげたのである。 

  

 〔 特選特選特選特選 〕 

  野島沖野島沖野島沖野島沖よぎるよぎるよぎるよぎるタンカータンカータンカータンカー秋深秋深秋深秋深しししし        岩介岩介岩介岩介    

        たぷたぷとたぷたぷとたぷたぷとたぷたぷと秋潮秋潮秋潮秋潮たたくたたくたたくたたく博文邸博文邸博文邸博文邸    ともともともとも女女女女    

        鯊釣鯊釣鯊釣鯊釣のののの上上上上をををを電車電車電車電車のののの野島橋野島橋野島橋野島橋    （（（（他他他他のののの結社結社結社結社））））    

        賑賑賑賑わいのわいのわいのわいの野島野島野島野島のののの磯磯磯磯のののの新松子新松子新松子新松子（（（（他他他他のののの結社結社結社結社））））    

 

 ここでも、わが「浮雲」のメンバーの句に

絞って、コメントしておきたい。 

 先ず、１句目は、典型的な客観写生句。〈野

島沖〉の東京湾は物流の大動脈。中東から満

載の油を積んだ〈タンカー〉が、ゆっくりと

通り過ぎている。吟行の基本は、素直に物を

見、感動したことを、率直に叙してみること

である。掲句は、まさにこの吟行の基本を地

でゆく、典型的な嘱目吟。 

 次に、２句目は、擬態語をうまく活用した

吟行句。〈たぷたぷ〉は、大量の液体が容器の

中で揺れ動く音もしくはその様子。「たぶた

ぶ」に比べて、弾みを保って揺れる感じがあ

る。加えて、タ音＝「タぷタぷと…タタく」

が、句にリズムと調べを与えて絶妙。 

 したがって、これらのため〈博文邸〉が、

すぐ前の〈秋潮たたく〉東京湾の中にあるよ

うな、錯覚すら覚える。とにかく、その巧み

な表現が、素晴らしい佳句を生んでいる。
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《６４回例会 Ｈ２４年１１月２５日》 

 

 〔 秀作秀作秀作秀作 〕 

 

天賞 鰤鰤鰤鰤 さばくさばくさばくさばく 手手手手 つきあざやかつきあざやかつきあざやかつきあざやか 浜浜浜浜 をんなをんなをんなをんな        

勝美勝美勝美勝美    

 地域に根ざした生活俳句。先ず、鰤（ぶり）

について、簡潔にふれておきたい。鰤は、北海

道から台湾の各地に分布する沿岸性の回遊魚。

成長すると全長 1.5 メートルにも達する。鰤は

一般に春から夏に日本近海を群れをなして北

上し、秋から冬には南下するので、その通路に

定置網をはって、漁獲するのが通例。重要な食

用魚で肉は美味。とくに冬季は、あぶらがのり、

「寒鰤」といわれて賞味される。 

 このような鰤。地元の法事か誕生会に呼ばれ、

昔とった杵柄（きねづか）で、〈浜をんな〉が

〈手つきあざやか〉に〈さば〉いたのである。

普段使う平易な言葉で、上５から下５まで、一

息に詠みあげた措辞が格別。それだけにリズム

がよく、一読したら諳んじられる秀句である。 

 

地賞 冬帝冬帝冬帝冬帝やややや忽必烈忽必烈忽必烈忽必烈のごとのごとのごとのごと席捲席捲席捲席捲すすすす        一馬一馬一馬一馬 

 〈忽必烈（フビライ）〉は、蒙古（もうこ＝

現在のモンゴル）帝国第５代皇帝。しかも 1276

年中国を統一して初代元（げん）朝の皇帝に即

位。わが国へも「蒙古来襲」で知られているよ

うに、二度にわたって、隠岐・対馬・博多付近

を攻撃した。 

 なお〈席捲（せっけん）〉は、片っぱしから

土地を侵略すること。なおまた〈冬帝〉は、「冬」

の季語〓「冬」という兼題からでた傍題の一つ

である。 

 いずれにせよ掲句は、歴史上の一大スペクタ

クルを 12文字に展開した見事な一句である。 

 

人賞 炉炉炉炉がががが点点点点りりりり島影三島影三島影三島影三つつつつ瀬戸瀬戸瀬戸瀬戸のののの海海海海        ともともともとも女女女女 

 郷愁を誘う適確な写生句。選者は備前倉敷生

まれである。塩飽諸島のど真中。すぐ前に釜

島・松島・六口嶋の三島が、海峡ごしに点在。

この景を詠まれたものと、一瞬、ドキッとし、

ノスタルジックになったのである。しかし、よ

くよく考えてみれば、瀬戸内海は、“島かと思

えば岬なり”といわれるように、どこにもこの

ような景は存在するものだ。 

 いずれにせよ掲句は、〈炉が点り〉とあるの

で、これまた一昔前の回想であろう。ところが、

今では、本州四国連絡橋のうち、児島・坂出ル

ートの瀬戸大橋が、南北方向に架けられている。

更に〈炉〉からいえることは、今では電化製品

のいろんな熱源が、出回っているので、状況は

一変しているといえよう。 

 兎に角、夕日に映える〈島影三つ〉〈瀬戸の

海〉は、ひとつの郷愁とし、あるいは想い出と

して、心に刻まれているのである。 

 

 〔 特選特選特選特選 〕 

 

寒禽寒禽寒禽寒禽のののの声声声声こだまするこだまするこだまするこだまする円海山円海山円海山円海山                十九十九十九十九    

小春日小春日小春日小春日やややや円海山円海山円海山円海山のたたらのたたらのたたらのたたら跡跡跡跡                重九重九重九重九    

冬将軍冬将軍冬将軍冬将軍いつきにいつきにいつきにいつきに馳馳馳馳せてせてせてせて由比由比由比由比ガガガガ浜浜浜浜        国眼国眼国眼国眼    

冬将軍微動冬将軍微動冬将軍微動冬将軍微動だにせぬだにせぬだにせぬだにせぬ六地蔵六地蔵六地蔵六地蔵                祥代祥代祥代祥代    

屋根濡屋根濡屋根濡屋根濡れてれてれてれて一身田一身田一身田一身田のののの報恩講報恩講報恩講報恩講                二祥二祥二祥二祥    
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《６５回例会 Ｈ２４年１２月２３日》 

  

 〔 秀作秀作秀作秀作 〕 

 

天賞 静座静座静座静座してしてしてして終筆終筆終筆終筆のののの止止止止めめめめ師走師走師走師走かなかなかなかな        国眼国眼国眼国眼 

 書道の納め会における書の迫力にせまった

秀句。一般的に習い事は、一年の最後の月＝師

走にその納め会を行うのが通例である。作者の

通う書道の会でも、その納め会があった。その

とき作者は、〈静座 （正しい姿勢ですわり心

身を静かにすること）〉して、納め会最後の書。

〈終筆の止め〉で締め括ったのである。 

 漢詩の修辞法に、「起承転結」がある。これ

は第一句で全体の意を起こし、第二句で受け、

第三句で変化させ、第四句で結ぶのだ。また書

道のプロの審査員は、その書の起筆と終筆だけ

をみて、審査に当たっていると聞いたことがあ

る。それだけに終筆が肝心であるといわれてい

るが、そのなかでも、字の最後の終筆の〈止め〉

が、最も大切らしい。 

 この点、作者は、全身全霊をその〈止め〉に

込め、今年最後の納め会を終えたのである。 

 

地賞 雪雪雪雪まとふまとふまとふまとふ女神女神女神女神のののの如如如如しししし安達太良山安達太良山安達太良山安達太良山            

ともともともとも女女女女    

 安達太良の特徴をよく捉えた福島の大震災

応援俳句。安達太良山は、福島市と郡山市の間

に横たわる海抜 1700 メートルの山岳。なだら

かで女性的な感じの山。勿論日本百名山の一つ。

文学的には万葉時代から詠まれ、高村光太郎の

『智恵子抄』が有名である。 

 〈安達太良山〉は、福島県のほぼ中央に位置

している。そこへ、〈雪まとふ女神〉が、福島

の被災地の復旧復興の応援にやってきてくれ

たのである。 

 わが国の山岳は、もともと山岳信仰により、

神の宿るところとされてきた。因みに、安達太

良山にも、中腹の沼ノ平に小さな祠があり、山

の安全を守って頂いている。しかし、2011 年３．

11 以来、山の〈女神〉も加わって頂いているの

だ。 

 

人賞 帰源院師走帰源院師走帰源院師走帰源院師走のののの風風風風とととと『『『『門門門門』』』』くぐるくぐるくぐるくぐる        一馬一馬一馬一馬    

 漱石の忌日に因む関連俳句。〈帰源院〉は、

鎌倉の円覚寺の塔頭の一つ。一時夏目漱石が逗

留。そのときの体験を小説『門』に書いたとい

われている。〈『門』〉は、『それから』『三四郎』

に続く三作目の作品。朝日新聞に連載された漱

石の長編小説である。 

 漱石の忌日は 12 月９日。作者は、その頃円

覚寺に参詣。入口右手の小高い丘に登り、漱石

が逗留していた〈帰源院〉に向かったのである。

更にいえば、〈帰源院〉の門を〈師走の風〉に

押されながら、〈くぐ〉ったのである。そして

漱石を偲び、小説『門』を想いつつ、漱石に対

する畏敬の念を、一層深めたのである。 

 

 〔 特選特選特選特選 〕 

 

 したみしたみしたみしたみ酒汲酒汲酒汲酒汲みてしまひしみてしまひしみてしまひしみてしまひし師走師走師走師走のののの夜夜夜夜        一幸一幸一幸一幸    

    泥付泥付泥付泥付きのふるさときのふるさときのふるさときのふるさと野菜野菜野菜野菜くるくるくるくる師走師走師走師走            十九十九十九十九    

    冬晴冬晴冬晴冬晴れやれやれやれや金金金金のののの筋引筋引筋引筋引くくくく飛行雲飛行雲飛行雲飛行雲                    勇平勇平勇平勇平    

    ししおどしししおどしししおどしししおどし寒寒寒寒さしみさしみさしみさしみ入入入入るるるる狭庭狭庭狭庭狭庭かなかなかなかな        二祥二祥二祥二祥    

    石焼芋石焼芋石焼芋石焼芋すつかりすつかりすつかりすつかり諍諍諍諍ひひひひ忘忘忘忘れさせれさせれさせれさせ                重九重九重九重九
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（（（（1111）「）「）「）「ふれあいふれあいふれあいふれあい記録第記録第記録第記録第３３３３集集集集」」」」発行発行発行発行    

ふれあいの道歩こう会では 10周年記念事業

の一つとして「ふれあい記録第 3集」を 3月初

旬に発行いたします。 

内容は発足以来の 歩行記録集約、会員の声、

栃木・茨城・千葉県コースの各回毎の「ふれあ

い記録」などです。全体で 88ページ。 

配布は“わ”の会の運営委員、元代表、各分

科会代表、ふれあいの道歩こう会会員、と各分

科会に回覧用として各 2部を予定しています。 

上記以外上記以外上記以外上記以外のののの方方方方でででで配布配布配布配布をごをごをごをご希望希望希望希望のののの方方方方はははは 2222 月月月月 23232323

日日日日（（（（土土土土））））までにまでにまでにまでに、、、、宮原宮原宮原宮原（（（（TELTELTELTEL・・・・FAXFAXFAXFAX    045045045045----783783783783----4539453945394539））））

へおへおへおへお申申申申しししし込込込込みみみみ下下下下さいさいさいさい。。。。無料無料無料無料。。。。    

    

（（（（2222））））記念記念記念記念ハイキングハイキングハイキングハイキング実施実施実施実施    

ふれあいの道歩こう会 10周年記念ハイキン

グ・パーティ（4月 3日弘法山・横浜西口）は

会報第 43号でご案内し、ご希望の方はお申込

みいただいております。まだお申込みされてな

い方でご参加希望の方は２２２２月月月月 28282828 日日日日（（（（木木木木））））までまでまでまで

にににに宮原宮原宮原宮原（（（（TELTELTELTEL・・・・FAXFAXFAXFAX    045045045045----783783783783----4539453945394539））））））））へおへおへおへお申申申申しししし

込込込込みみみみ下下下下さいさいさいさい。。。。ハイキングハイキングハイキングハイキング参加費無料参加費無料参加費無料参加費無料。。。。パーティパーティパーティパーティ

3,0003,0003,0003,000 円円円円（（（（女性女性女性女性 2,5002,5002,5002,500 円円円円））））    

    

    

    

    

    

    

    

    ｢｢｢｢ふれあいのふれあいのふれあいのふれあいの道歩道歩道歩道歩こうこうこうこう会会会会｣｣｣｣    

10101010 周年記念事業周年記念事業周年記念事業周年記念事業ごごごご案内案内案内案内（（（（ⅡⅡⅡⅡ））））    

「「「「ふれあいのふれあいのふれあいのふれあいの道歩道歩道歩道歩こうこうこうこう会会会会」」」」代表代表代表代表    宮原宮原宮原宮原    宏至宏至宏至宏至    

弘法山公園弘法山公園弘法山公園弘法山公園    
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天津神明宮天津神明宮天津神明宮天津神明宮    

 

 

 

 

 

 

「寺社を巡る会」の特別探訪の希望地として、

ここ数年いつも“二番手”に甘んじていた安房

の地探訪が今年は幸いにもやっと実現した。 

11 月 29 日の探訪当日は、昨日までの寒さも

緩み快晴の絶好のバス探訪日和となった。集合

場所には会員 33 名、ビジター９名合わせて 44

名が集合し、役員さんが飲み物、つまみなどを

どっさり積み込み予定通りに出発。 

バスは首都高速から東京湾アクアラインに

入り、まずは「海ほたる」で休憩。エスカレー

タで上層階へ行くと、東京湾を行き交ういろん

な形の船、羽田空港に発着する飛行機が見られ、

さらに雪をかぶった富士山が遠望できる。 

休憩後、いよいよ千葉に入り、山道の紅葉を

楽しみながら探訪一番目の鏡忍寺へ向かう。鏡

忍寺では地元のボランティアガイドと合流し、

門前横のちょうど見頃のイチョウの黄葉の下

で案内がスタート。 

日蓮はその生涯で多くの法難を受けたが、３

大法難の一つである「小松原法難」はここ小松

原の地での起きた事件である。 

日蓮は天津城主工藤吉隆の招きで天津へ向

かう途中、小松原で地頭東条景信の襲撃に逢っ

た。工藤吉隆は小松原の急襲に接し救援に赴い

たが、日蓮の弟子鏡忍房と共に討ち死にした。

しかし日蓮は工藤吉隆の活躍もあって傷を負

いながらもかろうじて難を逃れた。鏡忍寺はこ

の小松原法難より 17 年の後、工藤吉隆の子日

隆がその時襲われた鏡忍と工藤吉隆の霊を弔

うため建立した。 

寺の庭には法難があった時、鬼子母神が現れ

て日蓮を守ったと伝えられる樹齢1200年の「降

神の槇」が枝を大きく張り出し、この寺のシン

ボルになっている。 

もう一つの見どころは、祖師堂欄間の七福神

の透かし彫りで、地元鴨川の彫刻師武志伊八朗

信(初代)36 歳の時の作といわれている。ボリュ

ーム感・立体感たっぷりの彫刻で、なかなかの

見ものであった。 

次に、房州伊勢の宮といわれる天津神明宮へ。

ここでは話術豊かな神主さんから冗談を交え

ながら案内をして頂いた。神代の昔、事代主神

が東方鎮護の神としてこの地に鎮まりになり、

社を建て明神(えびす様)として崇拝されてき

た。 

石橋山の戦いに敗れた源頼朝が安房の地に

来たとき、再興を祈願して伊勢神宮の分霊を寿

永３年(1184)に勧請、明神と共に祀って「房州

伊勢の宮」とした。日蓮もここに参拝したと伝

えられ、日蓮自筆の曼荼羅が社宝として残って

いる。式年遷宮は 20 年に１回社殿を新しくし

神々をお移り頂く事であるが、ここでは鳥居を

20 年に 1度新しくしているそうで、節約方法と

「「「「寺社寺社寺社寺社をををを巡巡巡巡るるるる会会会会」」」」バスバスバスバス旅行記旅行記旅行記旅行記    

『『『『日蓮上人誕生日蓮上人誕生日蓮上人誕生日蓮上人誕生のののの地地地地をををを訪訪訪訪ねるねるねるねる』』』』    

「「「「寺社寺社寺社寺社をををを巡巡巡巡るるるる会会会会」」」」    吉田吉田吉田吉田    壽紀壽紀壽紀壽紀    
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清澄清澄清澄清澄寺寺寺寺にてにてにてにて    

誕生寺祖師堂前誕生寺祖師堂前誕生寺祖師堂前誕生寺祖師堂前のののの石灯篭石灯篭石灯篭石灯篭    

して賢い方法だと感心した。 

昼食後はバスで山道を登り、のどかな山里の

清澄寺へ移動。ここで朝と同じボランティアガ

イドの案内で清澄寺を参拝した。私はこの寺を

昔からの日蓮宗の寺と思っていたが、戦後に日

蓮宗に改宗されたと知りびっくりした。 

清澄寺は寺伝によると、宝亀２年(771)、不

思議法師と呼ばれる僧が虚空蔵菩薩像を刻み、

一宇を建て安置したのが始まりといわれる。そ

の後、平安時代の初め、比叡山延暦寺中興の祖

として知られる慈覚大師円仁が来山して天台

密教を伝え、不動明王を祀り天台宗の寺として

再興した。のちに日蓮が当寺で得度、題目を唱

えて布教活動を始めたが、寺はその後衰退して

いった。徳川秀忠の時に、真言宗に改宗し徳川

家の帰依厚く寺運は隆盛した。しかし、明治に

入り廃仏毀釈にあい荒廃した。昭和 24 年に日

蓮宗に改宗され、僧の認定式が行われる宗門直

轄の大本山になったそうである。 

次は、バスで山を下り海辺に近い日蓮宗誕生

寺へ。壮大な仁王門をくぐると、石灯篭が両側

にずらり並び、石畳の向こうには龍の彫り物が

素晴らしいどっしりした祖師堂が配置されて

いる。この寺の元は、日蓮の弟子日家が建治２

年(1276)、日蓮の生家跡に一宇を建立し、高光

山日蓮誕生寺と称したのが始まりである。しか

し、明応７年(1498)と元禄 16 年(1703)の地震

津波により海中に没してしまった。その後、26

代の日考が宝永年間(1704～11)に、今の朝日山

麓に水戸徳川家の寄進を受け七堂伽藍を再興、

小湊山誕生寺と改称した。 

参拝している間に、鯛の浦の観光船の最終便

の時間14時 50分が迫っていたので急ぎ船着き

場へ。乗船するとすぐに出発し、10 分くらいで

鯛の浦に到着。船頭さんが餌をばらまくと立派

な鯛の姿がちらほら見えるが、朝から餌を食べ

すぎたのか鯛たちの動きが鈍い。今にもっとた

くさんの鯛たちが出てくるのかと期待してい

たが、間もなく船は引っ返し元の船着き場へ。

以上団体割引で御一人様 850 円也。コストパフ

ォーマンスの低さに大いにがっかり！ 

鴨川小湊を後にバス探訪の定番である酒蔵

へ急ぐ。バスが小泉酒造に到着すると、皆急い

で『酒匠の館』に吸い込まれるように入館。こ

の酒蔵は、寛政５年(1793)、名字帯刀を許され

た小泉平蔵が、小泉酒造を鹿野山の麓に位置し

たこの地に興したそうで歴史の大変長い蔵で

ある。ここで各自の好みの酒や旨そうなつまみ

を土産に買い帰路についた。 

バスの中では、たくさんの方々から差し入れ

して頂いた美味しい酒を飲み、いい気持ちにな

り、あっという間に帰着地金沢文庫に到着した。 

皆事故もなく無事バス探訪を終えることが

出来た。お疲れ様でした！ 
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今、机上には本と云うには余りにささやかな

何かの冊子を思わせる儚げな文庫本が置かれ

ている。見ようによっては寂寥感さえ漂うよう

である。緑色帯に白抜き文字で “無法松の一

生 岩下俊作” の活字が浮き出ている。私にと

って映画と共に少年期の懐かしさが伝わって

くる本である。因みに奥付きはと見ると 1960

年５月 30 日第３版発行。定価は 50 圓とある。

また、本の価値を制するものではないが頁は

100 にも満たない。完本である。手にとって顔

を近づければ古紙独特の埃っぽい匂いがする。

装丁は変色し,破れかけたハトロン紙で覆われ

ただけの諸兄にはお馴染みのあの懐かしき角

川文庫である。如何にも疲れた感じの本である

ことは否めない。その有るか無きかの存在は疎

まれることもなく引っ越しのたびに段ボール

箱に放り込まれたのであろう。川崎、大分、岩

手、横浜・金沢と数度の転居にも紛れることも

なくここに厳然とあるのが不思議である。多分、

この本はこのまま生涯、手放すことはないだろ

うと思う。愛読した記憶が無い。徒に年を取ら

せてしまったようで可哀いそうなヤツと思う。

しかし、私にとって珠玉の掌編小説だったこと

は間違いない。 

この本の解説の末尾には「1958 年４月 18 日 

九州若松にて 火野葦平」と結ばれている。そ

して、その二年後、1960 年 1 月 14 日自宅書斎

で死去。享年 53 歳。友人によって遺書めいた

メモを記したノートが発見された。「死にます。

芥川龍之介と違うかもしれないがある漠然と

した不安のために。すみません、お許し下さい」。

このことは 13 回忌に遺族からマスコミを通じ

て発表され、社会に衝撃を与えた。火野葦平は

「無法松の一生」の原作者岩下俊作とは北九州

若松の同郷であり文学仲間であり先輩格でも

ある盟友である。その葦平は 1937 年下期、「糞

尿譚」で芥川賞を得ている。私は読んでいない

が「雲古小説」の傑作であるらしい。機会があ

ればぜひ読んでみたかったが未だ果してない。 

そして 3 年後、「無法松の一生」と後に改題

されるに至る「富島松五郎傳」が発表される。

葦平に続けとばかりの強い意志が込められた

渾身の作だった。果たして「富島松五郎傳」は

第 11 回（1940 年下期）直木賞選考の最終審査

に残った。しかし、作者、仲間たちの期待も虚

しく思わぬことで破綻する。時の審査委員の一

人であった菊池寛は競合相手の女流作家の名

前を挙げ「…女史は大病で寝ているそうだから

そういう人に上げたらいいじゃないか」と理不

尽とも思える裁定に岩下の無念さを感ずる。文

芸春秋社の創立者であり、芥川・直木賞の創設

者でもあった、文豪・菊池寛に物申す人物がい

なかったのである。 

不遇はまだ続く。やがて、「富島松五郎傳」

は脚本家伊丹万作により「無法松の一生」と改

題され稲垣浩監督により映画化されることに

なる。話題に事欠かない。「無法松の一生」は

当たりを取り、後世にまで名を残す。このこと

を契機に運命が動き出す。著書「富島松五郎傳」

は「無法松の一生」と代えられた。勿論文庫本

の話ではない。出版社の意向であったらしい。 

「無法松の一生」は既に世間に流布している。

商業主義が働いたと思うのは自然だろう。考え

てみれば「富島松五郎傳」では成り上がりの実

業家か或いは国会議員の伝記のようで興を唆

らない。この改題は松五郎を世に送る大きな原

「「「「無法松無法松無法松無法松のののの一生一生一生一生」」」」をををを懐懐懐懐かしむかしむかしむかしむ    
渡邉 紀一 
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動力となったと思う。俊作は終生この題名を嫌

ったと言う。忸怩たる思いがあったのだろう。  

賞を逃しただけではない、以後、「無法松の

一生」は著者の手を離れ一人歩きをする。既に

「無法松の一生」は著者以上に名を馳せている。

映画、芝居、浪曲、講談、歌謡曲そして清酒に

まで無法松と冠せられる。この頃、岩下俊作は

八幡製鉄職工だった。生前、彼は定年後、上京

して作家生活に打ち込みたいと周囲に漏らし

ていたと云う。「富島松五郎傳」が直木賞を取

っていたら定年を待たずして上京していたか

もしれない。しかし、幸か不幸か以後、賞に値

する作品に恵まれることはなかった。それを実

力と云うならば賞を逃したことは決して不幸

なことではなかったと思うのである。作者年譜

によれば1960年55歳定年1980年１月73歳没。

定年から没年まで短い期間ではない。悶々とし

て歳月を費やしたのだろうか。案外、自らの手

を離れてあれよあれよという間に成長してい

く無法松を目を細めて高みの見物をしていた

のではないだろうか。 

私が観た「無法松の一生」は 1958 年公開(東

宝)、監督・稲垣浩、脚色・伊丹万作、主演・

三船/高峰の作品で、前回一作目のリメイク版

と呼ばれている曰くつきの映画だったのであ

る。この映画は稲垣、伊丹にとってはリベンジ

となるものであった。川崎の辺鄙な我が町には

二番館、三番館しかなかった。翌年、迎えられ

たのを観たのだろうと思う。1958 年は高校に入

学した年である。高校生がどんな思いでこの映

画を観たのだろうか。稲垣作品の「無法松の一

生」一作目（1943 年公開（大映）、阪妻版）は

戦時中の検閲で映像の一部が削除された。問題

の削除された部分というのは松五郎が軍人の

未亡人への思慕がにじみ出る約 10 分間の場面

とその息子・敏夫が「青葉の笛」を学藝会で歌

う８分間であるらしい。この映画には常にこの

話が付いてまわる。当時、軍人の未亡人の恋愛

は戦地の兵士の士気を挫くと考えられた。然し

削除することが却って松五郎の心情表現に含

みを持たせることになり観客の共感を招くと

の意見もあったと、この時の検閲官の意見とし

て残っているという。本当にこれを削除するの

は惜しい、あと何年かすれば戦争も終わるのだ

からそれまで保留扱いにしてはどうかと漏ら

したとも伝える。が会社側は問題部分を削除し

てでも公開しろと迫った。この映画 1958 年ヴ

ェネツイア国際映画祭金獅子（グランプリ）を

受賞している。まさに稲垣、伊丹は雪辱したの

である。外国人にも日本人の原風景（孤独・哀

感・無私・質実剛健・純粋・朴訥・一途）のよ

うな松五郎の人間像が理解できるものらしい。

その後、「無法松の一生」はＴＶ、ラジオ、舞

台にと何度か上演された。既に日本の古典とも

言える領域に達している。その中で映画化は

1964 年４月 28 日公開東映・伊藤大輔、三国連

太郎/淡島千影。1965 年 7月 14 日公開大映三隅

研次、勝新太郎/有馬稲子。わたしはそのどれ

も見ていない。私の中の無法松は三船敏郎だけ

なのである。また、ＴＶドラマ化は下記の通り

である。どれひとつ観た記憶がない。1957 年、

日本テレビ・田崎潤/坪内美詠子。1962 年、フ

ジ・須賀不二男/高倉みゆき。同年、NHK・田崎

潤/津島恵子。1964 年、フジ・南原宏治/南田洋

子。 

こうしてみると1960年代はＴＶに映画に「無

法松」大ブレイクの感がある。日本人は無法松

が大好きなのである。私にとっての無法松はこ

れ一本である。 

しかし何があって原作を読もうとしたのか、

きっと映画の何かに感動したのだろうと思う。

そして見終って、今まで味わった事のない感想

を持ったのだと思う。 

この映画の圧巻は一つに祭に祇園太鼓を打

つシーンであると思う。高校生になった敏夫は

夏休み、祇園太鼓に興味を持つ教師を伴い帰省

する。祭り当日、教師に所望され「蛙打ち」「勇

み駒」「暴れ打ち」「流れ打ち」と興に乗って身

を躍らせ打ちまくる松五郎の撥さばきは小気

味の良いものだった。訝
いぶか

しげに聞き入ってい
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た町内の古老が聞き耳を立て回顧、感嘆し、太

鼓の音色を聞いて、これが本当の祇園太鼓だ、

あれは松五郎に違いないと言わしめた。此の古

風な打法はいつ誰から習得したものか疑った。

しかし、松五郎にしか知らぬことであった。小

倉市民はこの時以後永久に本当の祇園太鼓を

見聞きすることはなかったという。この日、松

五郎は小倉市の英雄であった。恰も未亡人に対

する思いを断ち切るように時に激しく、時に怒

りをぶつけるように気負った松五郎の背の玉

のような汗、あのシーンこそが高校生の私を感

動させたものではなかったろうか。 

松五郎が死ぬ一年ほど前、霙の降る寒い三月

の宵、突然、酒気を帯びた松五郎は吉岡夫人を

訪ねる（映画では花火の上がる夏の夜だったと

記憶している）。座敷に通された松五郎は、吉

岡夫人の正面に座ると沈痛な声で「奥さん、俺

は寂しゅうて辛い、奥さん俺は…」松五郎の逞

しい手が婦人の華奢な手をしっかり掴んだ。松

五郎の激しい情熱に圧倒され化石のように凝

固した。松五郎は「奥さん、すまん」と身を翻

し、風のように闇に消えた。（削除された問題

のシーンとはこの事か）。松五郎が吉岡夫人に

思いのたけを吐露したのはこの時だけである。

そしてこの時以後、松五郎は永遠に吉岡家を訪

れることはなかった。 

大正８年（1919）５月７日、松五郎は 48歳

で孤独のままに死んだ…と原作は結ばれてい

る。私にとっての松五郎は 50 年も前に観たこ

れ一本である。松五郎の哀れさを誘う物語であ

る。 

最近「無法松の一生」がＮＨＫ・ＢＳで放映

された。そして懐かしく観た。しかし、50 年

前の感動は蘇らなかった。50 年の歳月は感動

さえも褪せさせてしまった。月日の長さを今さ

らながら儚く、虚しく思う。50 年も前の懐か

しの映画が「太陽の季節」でもなく石原裕次郎

でもなく、ましてやジエームス・ディーンでも

なく三船松五郎
・ ・ ・ ・ ・

と言うのが可笑しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

“わ”の会の元会員の納冨優(のうとみまさ

る)氏が平成 24年 11月 16日に心不全で急逝さ

れました。70歳でした。この数年来糖尿病が悪

化し片目の視力が極端に低下し、好きなお酒が

飲めなくなったと嘆いていました。相共に『か

ねざわの歴史事典』の編集に深く携わり、編集

会議の後に酒を酌みかわしたり、納冨邸のお花

見に伺ったことも思い出すと、余りにも早い別

れに万感胸に迫る思いです。 

奥さまは葬儀のときのご挨拶で｢来世で再び

生を受けられれば優と共に今までと同じよう

に楽しく過ごしたい｣と言っておられました。

奥さまとのロマンスについて私共は故人から

度々聞かされておりました。終生愛情に満ちた

素晴らしいご夫婦でした。彼の菩提寺は六浦の

長生寺です。 

 

““““わわわわ””””のののの会会会会にににに大大大大きくきくきくきく貢献貢献貢献貢献されましたされましたされましたされました    

①分科会｢寺社を巡る会｣に発足から参加。報告

書『金澤と近郊の寺社を巡る』(平成 17 年)の

納冨納冨納冨納冨    優優優優    氏氏氏氏をををを悼悼悼悼むむむむ    

熊谷熊谷熊谷熊谷    哲哲哲哲    小俣小俣小俣小俣    悦男悦男悦男悦男        
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在在在在りしりしりしりし日日日日のののの納富納富納富納富さんさんさんさん    

大半は彼の執筆による。｢古文書を読む会｣と

｢ふれあいの道歩こう会｣にも一時参加してい

ました。 

②臨時学習会(オプション講座)(平成 17 年 12

月)で｢六浦・金沢の地名と地形｣と題して講演。

会員が初めて講師を勤めた記念すべき講座だ

った。六浦・金沢の古代からの歴史､地形の変

遷等について幅広く説明。特に『沙石集』(1283)

に出てくる｢熊野法師が六

浦湊で船を待つ間に見た

夢｣の話は記憶に残ってい

る。 

③『かねざわの歴史事典』

発行の端緒となった『INDEX

金沢』の作成を提案(平成

15 年)。事典編集の中核的

存在として活躍。調査の行

き届いた明快な文章に圧倒

される思いでした。新版編

集には体調の関係で参加されなかったが、折節

伺って意見を頂きました。 

    

納冨納冨納冨納冨さんのさんのさんのさんの生涯生涯生涯生涯(私の知っている範囲で) 

彼は昭和 17 年生まれ、翌 18 年１歳の時父が

戦死されたので、父の顔を見ないで成長した。

その後は母の実家の金沢(平潟から瀬戸)に移

り、この地を本拠として生涯を貫いた。 

母方の祖父竹中龍造氏(元海軍航空技術廠支

廠長･海軍中将)の訓育の下、六浦小学校に入学、

栄光学園を経て東京大学工学部(化学部門)を

卒業。終生化学業界で活躍した。外国語(英語､

中国語､韓国語など)が堪能で、世界中を飛びま

わり、後年には外国企業との合弁企業の運営も

手掛けたという。 

金沢の地を深く愛し、探究心が旺盛で、歴史

や地形などを工学的観点で調査･分析していた

ようだ。また六浦や釜利谷を盛んに自転車で早

朝探訪していた。侍従川や宮川の全ての橋の様

子を記録に残しているのには敬服した。酒は常

温の日本酒を愛好、旅行好きで多趣味(麻雀､将

棋､囲碁､ゴルフなど)だった。亀の置物の収集

では 400 点を超え､落語のテープは 250 点以上

と言っていた。 

彼の私家本『金沢随話―歴史と心象―』の末

尾に｢死に臨んで､やり残した事

が多いと思える人が幸せ｣と書き､

｢こう思えば､気が楽になる｣と結

んでいる(平成15年 10月の記述)。 

    

輝輝輝輝かしいかしいかしいかしい系譜系譜系譜系譜    

父：納冨健次郎氏は佐賀出身。海

軍兵学校(以下海兵)62 期(昭和９

年卒業)。航空母艦瑞鶴に乗り組

み､飛行機隊長の時､昭和 18 年 11

月ブーゲンビル島沖航空戦で戦

死。２階級特進して海軍中佐。30歳前後であろ

う。遺影が納冨家の仏間に掲げられていた。因

みに山本五十六氏(海兵 32 期､連合艦隊司令長

官､海軍大将)はこの年の４月にブーゲンビル

島上空で戦死している。 

母：竹中龍造氏の娘。 

母方の祖父：竹中龍造氏は海兵 39 期(明治 44

年卒業)、艦船乗り組みが長く、昭和 14 年航空

母艦飛龍艦長(海軍大佐､後少将)、昭和 18 年造

兵部門に転じ海軍航空技術廠支廠長に就任。廠

内の官舎に住み､数百名の技術士官・技師を指

揮し、航空兵器の研究･開発･実験･戦術指導を

強力に推進した。昭和 20 年５月中将に昇進。

敗戦で軍籍を離れ､昭和 47 年 80 歳で没した。

遺影が残されていた。 

(平成 25 年１月故人の七七忌に当り熊谷・小俣

記述､合掌) 
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一
、
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『吾妻鏡』を読む（7） 
－－－－元服元服元服元服のののの記事記事記事記事－－－－    

                          小倉 英明 
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2013201320132013 年年年年 3333 月月月月～～～～5555 月月月月のののの予定予定予定予定           注：表中の「 CC 」は「 地区センター 」の略 

 3 月    4 月    5 月    

学習会学習会学習会学習会    なし    なし 

5月12日(土)能見台CC 
定期総会 9：30～10：50 
学習会 11：00～12：30 
「私の映画遍歴」 
懐かしの映画を観る会 代表 
佐藤 晃氏 

寺社寺社寺社寺社をををを    

巡巡巡巡るるるる会会会会 

3 月 7日(木) 
集合：10：00 JR 港南台駅
テーマ：港南区中部地区 
訪問先：安養寺、徳恩寺、春
日神社、光明寺、天照大神宮 

4 月 4日(木) 
集合：10：00 地下鉄上永谷駅 
テーマ：港南区西部地区 
訪問先：貞昌院、永谷天満宮、
正応寺、野庭神明社、福徳院
(日限地蔵尊) 

5 月 10 日(金) 
集合：9:30 地下鉄大門駅 
テーマ：東京地区 
訪問先：増上寺、浅草寺、富
岡八幡宮、回向院、(江戸東京
博物館) 

古文書古文書古文書古文書をををを    

読読読読むむむむ会会会会 

3 月 14 日（木） 
10:00 金沢公会堂 
柴村・斎田家文書 

3 月 28 日(木) 
10:00 金沢 CC 
旅中日記・伊豆半島編 

4 月 11 日（木） 
10:00 金沢公会堂 
 柴村・斎田家文書 
4 月 25 日（木） 
10:00 金沢 CC 
 大山・富士道中雑記 

5 月 9日（木） 
10:00 金沢 CC 
 柴村・斎田家文書 
5 月 23 日（木） 
10:00 金沢公会堂 
 大山・富士道中雑記 

ふれあいふれあいふれあいふれあい    
のののの道道道道    

歩歩歩歩こうこうこうこう会会会会 

3 月 21 日(木)（雨天 22日） 
独自コース№2神奈川県 
三崎・岩礁のみち 

4 月 3日(水） 
10 周年記念ハイキング    
秦野・弘法山 
 (雨天時はパーティのみ) 

5 月 16 日(木)（雨天 17日） 
独自コース№4神奈川県 
狩川沿いの道 

懐懐懐懐かしのかしのかしのかしの    

映画映画映画映画をををを    

観観観観るるるる会会会会 

3 月 11 日(月)12：30 金沢 CC 
恋のゆくえ （米） 

3 月 25 日(月)12:10 金沢 CC 
人間の条件（1部 2部）独立 

4 月 8日(月)12:10 金沢 CC 
   選考中 
4 月 22 日(月)12:10 金沢 CC 
   選考中 

5 月 13 日(月) 金沢 CC 
  選考中 
5 月 27 日(月) 金沢 CC 
  選考中 

浮浮浮浮        雲雲雲雲    

俳句会俳句会俳句会俳句会    

3 月 31 日(日) 
9：30～金沢 CC 
テーマ：丹沢山地 

4 月 28 日(日) 
9：30～金沢 CC 
テーマ：磐梯山 

5 月 19 日(日) 
9：30～金沢 CC 
テーマ：三原山 

3 月 5日(火)  金沢 CC 
EXCEL 復習講座 
―⑨グラフ― 

3 月 19 日(火)  金沢 CC 
Windows 基礎講座 
―Skype 電話― 

4 月 2日(火)  金沢 CC 
EXCEL 実用講座 
－表の並び替え－ 

4 月 16 日(火)  金沢 CC 
Office 実用講座 

－Office のリボン－ 

5 月 7日(火)  金沢 CC 
WORD 復習講座 

－01-図形の基礎－ 
5 月 21 日(火)  金沢 CC 

WORD 復習講座 
－03-図形の応用－ 

パソコンパソコンパソコンパソコン
をををを使使使使いいいい    
こなすこなすこなすこなす会会会会    

9：30～12：00 9：30～12：00 9：30～12：00 

    
連絡先連絡先連絡先連絡先: 学習会 782-8147(小俣)  寺社を巡る会 784-1460(松本) 古文書を読む会 784-4900(真田)    

ふれあいの道歩こう会 783-4539(宮原)      懐かしの映画を観る会 701-1606(佐藤) 
浮雲俳句会 774-3878(北野)           パソコンを使いこなす会 701-9775(林) 

発 行 日 平成 25(2013)年 2 月 16 日 

発 行 月 4 回 ( 2 , 5 , 8 , 1 1 月 ） 

発 行 者 金沢区生涯学習“わ”の会 

編 集 長 大門 利晴 

編集後編集後編集後編集後記記記記    
大量退職時代を迎え、金沢区内にも多くの人が地域に根付

こうとしています。 
 “わ”の会にも新しい仲間が加入し、運営委員会や分科会
に参加して参りました。“わ”の会の継続発展において欠か
す事のできない新しいエネルギーとして編集委員会におい
てもその立場で前向きに取り入れたいと思います。                                      
会員の皆様のより良いご意見や提言をお聞きしながら改

革のエネルギーとして行きますのでよろしくお願いします。 
                      貝 田               

編集委員 

貝田 誠作  田中 徳明 

伊達 一雄  吉田 寿紀 

相川  勲  金間 誠一 

金久保 常二  


